
 

 

「妙高市民の心」作文 優秀作品集（低学年の部） 

 

最優秀賞 

ヤゴのすみやすいかんきょう 

 斐太北小学校 ２年 榊 れん 

 

 ぼくは、小さなころから、こん虫が大すきです。その中でもとくにすき

なのがトンボです。トンボのかおは、しゅるいによって目の色がちがった

り、羽が大きかったり、空にとんでいくすがたがかっこいいからです。ト

ンボの赤ちゃんのヤゴを見つけるのもすきです。 

 お父さんと、ヤゴを見つけている時に田んぼでしんでいるのを見ました。

「それは、虫が米をたべないようにするためのくすりのせいかもね」と聞

いてかなしくなりました。ぼくのすんでいる妙高市は、たくさん田んぼが

あるので、お米もだめにならないで、虫たちも安全に生きていられるくす

りがあったらいいなと思いました。これからもトンボがたくさん見られる

ように、ぼくは、小川や草にゴミがあったらひろって虫たちの赤ちゃんが

すみやすくしてあげたり、ヤゴをとってもかんさつしたらかえしたりして

ヤゴたちのすみやすいかんきょうにしてあげたいです。 



 

 

だいすきなやすみのゆうはん 

優秀賞 

 新井小学校１年 池田 実弘 

 

 わたしは、ごはんをたべることがだいすきですが、すきなじかんと、あ

まりすきではないじかんがあります。 

あさごはんは、にいちゃんとしゃべってばかりいて、じかんがかかりま

す。そのうち、みんなたべおわって、ひとりぼっち。きゅうにごはんがお

いしくなくなって、なみだがでてきそうになります。だからあさごはんの

じかんはあまりすきではありません。 

 けれども、やすみのひのゆうはんは、だいすきです。かぞく５にんみん

なそろっているからです。てーぶるにおかずをたくさんならべてもらって、

とうめいのこっぷにすきなのみものをいれます。みんながいすにすわった

ら、こっぷを「かちゃーん。」とならしてかんぱい。おしゃべりをしなが

らたべるけれど、どんどんすすみます。わたしは、にこにこがおになりま

す。 

 おなじごはんのじかんでも、みんなでいっしょにたべたほうが、１００

ばいおいしいです。 



 

 

あいさつで心ぽかぽか大さくせん 

優秀賞 

 新井北小学校２年 松澤 楓香 

 

 わたしは、人とのあいさつをたいせつにしています。人から「おはよう。」

といわれたらじぶんもあいさつをします。人からあいさつをされるとうれ

しいです。とうこうするまえも、とうこうするはんのみんなにあいさつを

します。あいさつは心ぽかぽかにしてくれるものです。あいさつがなけれ

ば人とのなかよしがなくなってしまいます。わたしは、もっとみんながあ

かるい大きなやさしい声であいさつをいっぱいしてもらいたいです。わた

しもあいさつうんどうをがんばります。いろんな人にあいさつをしてその

人たちがわたしたちにあいさつをかえしてくれるとうれしいです。そして

わたしは心ぽかぽか大さくせんをしました。心ぽかぽかだいさくせんはみ

んなにあいさつをするだいさくせんです。だからわたしは日本ぜんこくが

いっぱいあいさつをしてくれたらわたしはすてきだな。とおもいました。

人とあいさつをしてもっと人たちがなかよしになってほしいです。 


